
健康福祉学科　【基礎分野】 必修科目 選択科目 (※複数開講科目)

★太い線は、科目間の関連を示します。 ★4年次の該当科目はありません。

前期 後期 前期 後期 前期 後期

英会話※

言

語

系

専門的な知識と技術を駆使して、課題の探

求、解決する能力、並びにそれに必要な論

理展開力とコミュニケーション能力（記

述，表現，議論，語学力）を身につける。

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語Ⅲ

医学英語

英会話※

自

然

科

学

系

自然科学に関する基礎的な内容を理解し体

系化された学問に幅広く触れる。

さらに、専攻分野を超えて、共通に必要な

複合的視点から事物を理解できる能力を身

につける。

基礎数学

情報処理演習

基礎物理学

基礎化学

無機化学

基礎生物学

人

文

・

社

会

学

系

多面的に広い視野から物事を考えられ

るように、文学・芸術・歴史・社会な

どに関する深い一般教養を備える。

さらに、科学的思考の基盤を培い、人

間としての尊厳を倫理面、および制

度・経済・文化等多角的な視点から理

解出来る能力を身につける。

哲学 哲学

社会学※ 社会学※

生命倫理学

教育心理学

社会と大学Ⅲ

発達心理学

芸術※ 芸術※

社会と大学Ⅰ

保健・医療の現状と未来Ⅰ

保健・医療の現状と未来Ⅱ

社会と大学Ⅱ

■学習・教育目標■ 幅広い分野にわたって教養を養い、生命の尊厳と人権の尊重を基盤とする医療職者としての倫理観を持ち、日常場面、職場、研究の場におい
て必要な、基礎的な他言語のコミュニケーション能力を持つ人材を養成する。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次 3年次

心理学

日本国憲法



健康福祉学科　【専門基礎分野】 必修科目 選択科目 (※複数開講科目)

★太い線は、科目間の関連を示します。 ★4年次の該当科目はありません。

前期 後期 前期 後期 前期 後期

外科疾患の病態学

精神医学

救命救助法

微生物学 微生物学実験

薬理学

小児疾患の病態学

内科疾患の病態学I 内科疾患の病態学II

基

礎

医

学

系

人体の構造と働きについて医学的な

視点で解剖・生理・免疫について理

解をし、人間の疾病と健康の機序を

科学的に理解する。さらに病理学や

血液学、微生物学、薬理学の基礎に

ついて理解する。

医学概論

病理学

生理学 

医学基礎実習

公衆衛生学 I 公衆衛生学 Ⅱ

生化学 

免疫学

■学習・教育目標■ 人間の健康を生物医学的な領域からミクロに理解していくことが出来る基礎知識を獲得し、医学全般と公衆衛生学

領域の基本的課題に対応する保健医療関連の専門家としての素地を養う。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次 3年次

解剖学 



必修科目 選択科目 (※複数開講科目)

★太い線は、科目間の関連を示します。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

特別演習Ⅱ※

特別演習Ⅰ※

社会福祉調査の基礎

精神疾患とその治療

精神保健福祉の原理

Ⅰ

精神保健福祉制度論

フィールドスタディＩ

特別演習Ⅱ※

フィールドスタディⅡ

特別講義Ⅰ 特別講義Ⅱ

ボランティア活動 ボランティア活動

ソーシャルワーク演習Ⅳ

（精神保健）

ソーシャルワーク演習

Ⅴ（精神保健）

ソーシャルワーク実習指導（精神保健）

ソーシャルワーク実習（精神保健）

ソーシャルワーク演

習Ⅵ（精神保健）
精神保健福祉特論

ソーシャルワーク演

習Ⅰ（精神保健）

精

神

保

健

福

祉

学

系

精神保健福祉士として福祉の現場

で活躍できる基本的実践力を育て

ることを目指し、福祉の変遷と現

代社会における福祉の課題を理解

し福祉の現場をより多く体験して

いく。

ソーシャルワークの理論と

方法Ⅱ（精神保健）

精神障害リハビリテーショ

ン論

総

合

専門知識による探求力の育成、並びに

問題解決力を有する人材の育成を行

う。

特別演習Ⅰ※ 特別演習Ⅰ※

分析化学

環境科学 環境衛生工学 放射線概論
食品製造学 食品栄養学 食品衛生学

環

境

・

食

品

学

系

産業衛生分野で活躍する衛生管理

者や食品衛生管理者、食品衛生監

視員の資格取得が可能となる知識

と技能を獲得する。

産業保健学 労働衛生法規Ｉ

労働衛生法規Ⅱ

分析化学実験

職業適性論

特別演習Ⅱ※

学

校

保

健

学

系

養護教諭として学校の健康問題を

的確に分析し、対処していく能力

と児童生徒に対して効果的な保健

指導や健康教育が出来る実践力を

育てる。

学校保健学　I 学校保健学Ⅱ 学校看護学

保健科指導法　I

カウンセリング

看護学　I 看護学Ⅱ 看護学Ⅲ 看護学実習

救急看護学

保健科指導法Ⅱ

保健科教育法 －I 保健科教育法－Ⅱ

養護学概論 健康相談I 健康相談Ⅱ

保健栄養学

健康教育学

公的扶助論

高齢者福祉論

ソーシャルワーク演習Ⅵ

ソーシャルワーク演習

Ⅰ・Ⅱ
ソーシャルワーク演習　Ⅲ

ソーシャルワーク実習

小児保健学 精神保健学

社会福祉政策論

精神医療

現代の精神保健の課題と

支援Ⅰ

精神保健福祉の原理Ⅱ

ソーシャルワーク演習Ⅱ

（精神保健）

現代の精神保健の課題と支

援Ⅱ

ソーシャルワークの理論と

方法Ⅰ（精神保健）

ソーシャルワーク演習Ⅲ

（精神保健）

介護福祉論

医療福祉論
社

会

福

祉

学

系

社会福祉士として福祉の現場で活

躍できる基本的実践力を育てるこ

とを目指し、福祉の変遷と現代社

会における福祉の課題を理解し福

祉の現場をより多く体験してい

く。

社会福祉学

社会調査概論

保

健

学

・

福

祉

学

系

健康問題を生物・医学的な現象でとら

えるだけでなく、社会科学的な側面や

文化・人類学的な視点も加味した包括

的な枠組みで健康問題を分析し対処し

ていく能力を育てる。

健康福祉学

児童福祉論

障害者福祉論

地域福祉論

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ

社会福祉経営論

疫学

ソーシャルワーク論

Ⅰ・Ⅱ

ソーシャルワーク総論Ⅱ

健康スポーツ科学

ソーシャルワーク

総論Ⅰ

ソーシャルワーク演習Ⅳ ソーシャルワーク演習V

更生保護概論

ソーシャルワーク実習
指導　I

権利擁護と成年後見

高齢保健学

社会保障論

健康福祉学科　【専門分野】

■学習・教育目標■
健康阻害要因が複雑化した現代社会の健康象を的確に把握し対応するために、保健医療および福祉の専門知識を獲得していくことを目標とし、学校保健領域と社会福祉領域に

おいて多角的な視野をもち、高い倫理観と情熱を持って健康と福祉の場で活躍できる実践力を養う。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次 3年次 4年次

健康福祉学実習 応用保健学


